
その１

対象教科・科目
単位数
学年・学級

物理Ⅱ
３


１　学習の到達目標等
学習の到達目標
1.曲線を描く運動など平面内での物体の運動について学習する。また、天体の運動に関する法則性及び万有引力について学習する。
2.電気力など新しい遠隔力について学習し、電界や磁界の及ぼす作用についてその法則を理解する。電気回路や電磁波など現代社会のさまざまな分野で利用されている物理現象について学習する。
3.分子の運動エネルギーと熱エネルギーの関係について理解することによって、熱力学の理論について学習する。また、原子を構成する物質について体系的に学習する。

使用教科書・副教材等
高等学校　物理Ⅱ（物Ⅱ００５），センサー物理Ⅱ

２．学習計画
学
期
学習項目
学習の具体的内容
備　　　考
考査範囲

１
第１部　力と運動
第１章　物体の運動
　第１節　平面内の運動
　第２節　放物運動
　第３節　運動量の保存
　第４節　反発係数
第２章　円運動と単振動
　第１節　円運動
　第２節　慣性力と遠心力
　第３節　単振動
　第４節　万有引力
・直線的な運動から平面内の運動に　ついて理解する。
・２物体の衝突から保存量について　理解する。
・衝突と跳ね返りについて理解する
・周期的な運動の法則性を理解する
・作用力と運動による見かけの力を　判断しその法則性を理解する。
・振り子やバネの運動からその周期　性を理解する。
・惑星の運動や万有引力について理　解する。
○実験１
　２物体の空中衝突
○実験２
　直線上の台車の
　衝突
○実験３
　単振り子の実験

第
一
学
期
中
間
考
査


第２部　電気と磁気
第１章　電界と電位
　第１節　電界
　第２節　電位
　第３節　コンデンサー
第２章　電流
　第１節　電流
　第２節　直流回路

・電荷に働く遠隔力から電界の存在　を理解する。
・電界のする仕事と位置エネルギー
　の関係から電位および電位差を理
　解する。
・コンデンサーの原理と働きを理解　する。
・導体を移動する自由電子から電流　について理解する。
・電気抵抗と回路を流れる電流の関　係を理解する。
○実験１
　等電位線
○実験２
　平行板コンデンサ　ーの電気容量
○実験３
　電池の内部抵抗と　起電力
○実験４
　ホイートストン
　ブリッジ
第
一
学
期
末
考
査

２
第３章　電流と磁界
　第１節　磁気力と磁界
　第２節  電流がつくる磁界
　第３節  電流が磁界から
　　　　　　　　　受ける力
　第４節  ローレンツ力

・磁気力から磁界について理解する
・さまざまな電流のつくる磁界につ
　いて理解する。
・さまざまな電流が磁界から受ける
　力の大きさを理解する。
・荷電粒子が磁界から受ける力を理　解する。
○実験５
　直線電流のつくる　磁界
○実験６
　コイルのつくる
　磁束密度
第
二
学
期
中


第４章　電磁誘導と電磁波
　第１節　電磁誘導の法則
　第２節  磁界中を運動する
導体の棒
　第３節  自己誘導と
相互誘導
　第４節　交流
　第５節　電気振動と電磁波
第３部　物質と原子
第１章　原子・分子の運動
　第１節　物質の三態
　第２節　気体の状態方程式
　第３節　気体分子の熱運動
・電流のつくる磁界、磁界のつくる
　電流から電磁誘導の法則を理解す　る。
・磁界中を運動する導体が受ける力
　を理解する。
・コイルに流れる電流と発生する磁　界から自己誘導及び相互誘導につ　いて理解する。
・誘導起電力と交流の発生について
　理解する。
・電気振動と電磁波の発生について　理解する。
・分子の熱運動と物質の三態変化の
　関係を理解する。
・気体の法則について理解する。
○実験７
　電磁誘導
○実験８
　リアクタンス
第
二
学
期
末
考
査

３
　第４節　熱力学第１法則
　第５節　状態変化と
熱・仕事
第２章　原子と電子
　第１節　電子の電荷と質量
　第２節　原子中の電子
　第３節　物質中の電子の
エネルギー
　第４節　固体中での電子のふるまい
・内部エネルギーの変化より、熱力
　学第一法則を理解する。
・熱と仕事の関係より熱効率につい
　て理解する。
・真空放電から電子の存在が発見さ
　れる過程を理解する。
・原子核の予言や原子モデルの成立
　について理解する。
・物質中の電子の動きから半導体や
　トランジスタの原理を理解する。

学
年
末
考
査

３．評価の観点、内容および評価方法
評価の観点及び内容
評　　価　　方　　法

関心・意欲・態度
・自然現象に関心を持ち、科学的な見方
  をしているか。
・授業、実験に意欲的に参加し、論理的
　に探究しようとする態度が見えるか。
・学習活動への参加の仕方や態度
・実験レポート
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

思考・判断
・さまざまな物理現象を論理的に判断し
　問題点を表現できるか。
・観察や実験を通して、物理現象を理論
　的に考え、分析的し問題を解決し、実
　験結果(事実)にもとづいて科学的に判　断できるか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

観察・実験の
技能・表現
・観察や実験の技能を修得できたか。
・観察や実験を通して科学的に探究する
　方法を習得できたか。
・課題や実験のレポートにより、的確に　表現する方法を習得しているか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

知識・理解
・観察や実験などを通して自然現象や科　学的な現象を基本的な概念や原理及び　その法則性を理解できたか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題

４　アドバイス等
確かな学力を身につけるためのアドバイス
1.身近に起こる物体の運動や物理現象と天体の運動などさまざまな自然現象に　興味を持ち、その原因と法則性について考える態度を持つこと。
2.疑問に思ったことを確かめて見ようという態度を持つこと。
3.学んだことを正確に記録する方法と態度を身につける。
4.実験結果や調査したことを的確に伝えるスキルを身につけること。

その２
対象教科・科目
単位数
学年・学級

物理Ⅱ
３


１　学習の到達目標等
学習の到達目標
1.曲線を描く運動など平面内での物体の運動について学習する。また、天体の運動に関する法則性及び万有引力について学習する。
2.電気力など新しい遠隔力について学習し、電界や磁界の及ぼす作用についてその法則を理解する。電気回路や電磁波など現代社会のさまざまな分野で利用されている物理現象について学習する。
3.原子の構造や原子の核の様々な現象を理解することによって、物質の存在とエネルギーについて学習する。さらに、素粒子の存在と宇宙誕生について学習する。

使用教科書・副教材等
高等学校　物理Ⅱ（物Ⅱ００５），センサー物理Ⅱ

２．学習計画
学
期
学習項目
学習の具体的内容
備　　　考
考査範囲

１
第１部　力と運動
第１章　物体の運動
　第１節　平面内の運動
　第２節　放物運動
　第３節　運動量の保存
　第４節　反発係数
第２章　円運動と単振動
　第１節　円運動
　第２節　慣性力と遠心力
　第３節　単振動
　第４節　万有引力
・直線的な運動から平面内の運動に　ついて理解する。
・２物体の衝突から保存量について　理解する。
・衝突と跳ね返りについて理解する
・周期的な運動の法則性を理解する
・作用力と運動による見かけの力を　判断しその法則性を理解する。
・振り子やバネの運動からその周期　性を理解する。
・惑星の運動や万有引力について理　解する。
○実験１
　２物体の空中衝突
○実験２
　直線上の台車の
　衝突
○実験３
　単振り子の実験

第
一
学
期
中
間
考
査


第２部　電気と磁気
第１章　電界と電位
　第１節　電界
　第２節　電位
　第３節　コンデンサー
第２章　電流
　第１節　電流
　第２節　直流回路

・電荷に働く遠隔力から電界の存在　を理解する。
・電界のする仕事と位置エネルギー
　の関係から電位および電位差を理
　解する。
・コンデンサーの原理と働きを理解　する。
・導体を移動する自由電子から電流　について理解する。
・電気抵抗と回路を流れる電流の関　係を理解する。
○実験１
　等電位線
○実験２
　平行板コンデンサ　ーの電気容量
○実験３
　電池の内部抵抗と　起電力
○実験４
　ホイートストン
　ブリッジ
第
一
学
期
末
考
査

２
第３章　電流と磁界
　第１節　磁気力と磁界
　第２節  電流がつくる磁界
　第３節  電流が磁界から
　　　　　　　　　受ける力
　第４節  ローレンツ力

・磁気力から磁界について理解する
・さまざまな電流のつくる磁界につ
　いて理解する。
・さまざまな電流が磁界から受ける
　力の大きさを理解する。
・荷電粒子が磁界から受ける力を理　解する。
○実験５
　直線電流のつくる　磁界
○実験６
　コイルのつくる
　磁束密度
第
二
学
期
中


第４章　電磁誘導と電磁波
　第１節　電磁誘導の法則
　第２節  磁界中を運動する
導体の棒
　第３節  自己誘導と
相互誘導
　第４節　交流
　第５節　電気振動と電磁波
第４部　原子と原子核
第１章　原子の構造
　第１節　光の粒子性
　第２節　Ｘ線
　第３節　粒子の波動性
  第４節　原子モデル
・電流のつくる磁界、磁界のつくる
　電流から電磁誘導の法則を理解す　る。
・磁界中を運動する導体が受ける力
　を理解する。
・コイルに流れる電流と発生する磁　界から自己誘導及び相互誘導につ　いて理解する。
・誘導起電力と交流の発生について
　理解する。
・電気振動と電磁波の発生について　理解する。
・原子の構造について理解する。
・光電効果から光の粒子性について　理解する。
・Ｘ線の発生原理とその効果からそ　の粒子性を理解する。
・極小世界における粒子と波動の二
　重性を理解する。
・電子のエネルギー準位を理解す　
　る。
・量子力学の誕生について理解す
　る。
○実験７
　電磁誘導
○実験８
　リアクタンス
　
第
二
学
期
末
考
査

３
第２章　原子核と素粒子
　第１節　放射線と原子核
　第２節　原子核とｴﾈﾙｷﾞｰ
　第３節　素粒子と宇宙
・放射線の実験から原子核の存在を　理解する。
・原子核の持つ膨大なエネルギーと　その解放について理解する。
・宇宙の誕生と素粒子について理解　する。

学
年
末
考
査

３．評価の観点、内容および評価方法
評価の観点及び内容
評　　価　　方　　法

関心・意欲・態度
・自然現象に関心を持ち、科学的な見方
  をしているか。
・授業、実験に意欲的に参加し、論理的
　に探究しようとする態度が見えるか。
・学習活動への参加の仕方や態度
・実験レポート
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

思考・判断
・さまざまな物理現象を論理的に判断し
　問題点を表現できるか。
・観察や実験を通して、物理現象を理論
　的に考え、分析的し問題を解決し、実
　験結果(事実)にもとづいて科学的に判　断できるか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

観察・実験の
技能・表現
・観察や実験の技能を修得できたか。
・観察や実験を通して科学的に探究する
　方法を習得できたか。
・課題や実験のレポートにより、的確に　表現する方法を習得しているか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

知識・理解
・観察や実験などを通して自然現象や科　学的な現象を基本的な概念や原理及び　その法則性を理解できたか。
・実験レポート
・定期考査の論述問題

４　アドバイス等
アドバイス
1.身近に起こる物体の運動や物理現象と天体の運動などさまざまな自然現象に　興味を持ち、その原因と法則性について考える態度を持つこと。
2.疑問に思ったことを確かめて見ようという態度を持つこと。
3.学んだことを正確に記録する方法と態度を身につける。
4.実験結果や調査したことを的確に伝えるスキルを身につけること。


